
地方創生カレッジのカリキュラムの全体構造イメージ

【基本的な考え】
・地方創生の深化に向けて、立場や機能に応じた実践的な内容を提供
・受講者の担うべき役割・経験、直面したフェーズなどに応じた選択受講が可能
・ｅラーニングを中心に対面・実地での講義・交流機会の提供や各教育機関との連携にも対応
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地方創生関連事業を担う人材が基盤として備える必要のある知識、スキル、概念を学ぶ
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基盤的知識・スキルを深め、役割・分野に応じて要請される専門性（他分野の知識も含む）を追求

総合戦略の策定・管理

事業の構築・推進・管理

資金調達の各種手法

地域産業の振興
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住民自治
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【ｅラーニング分野】 【対面・実地】

スクーリング/
ワークショップ

基盤編、専門
編、対面・実
地を組み合わ
せることで、
コースを設定

育成人材と地域
の交流・マッチン
グを図る

活動内容の情報
交換を図る
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